
事務事業評価表【評価版】

事業名：

政策

施策

基本事業

終了年度開始年度

事務事業の目的と成果

指標・事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

区分 単位

事　業　費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

手段（事務事業の内容、やり方）

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

実施計画
事業認定

会計区分 補助金

千円

千円

正職員人件費(B)

総事業費 ( A + B )

平成26年度 【       6】

リサイクルバンク運営事業 減量推進課　リサイクル係

01 環境と調和する都市の構築

循環型社会の形成01

02 ごみ資源化の推進

昭和62年度 ― 非対象 一般会計

世帯

家庭や事業所で不用になり廃棄しようとする家具や物品等のうち、修理・調整等をしないでそのまま利用可能なものについて
回収し提供を受ける。　提供された物品等を展示し再利用を希望する市民に無償で提供する。平成２１年度から運営を民間委
託、展示施設はリース方式により実施している。

利用可能な家具や物品等について、ごみとして廃棄するのではなく、別の家庭で再利用する場を提供することで、市民にリユ
ース意識の啓発を図り、合わせてごみ排出量の抑制を図る。

23年度実績 24年度実績 25年度実績 26年度当初

54,921 54,921対象指標１ 世帯数 世帯 53,923 54,581

対象指標２

活動指標１ リサイクルバンク回収点数 点 1,397 1,360 1,433 1,600

活動指標２

成果指標１ リサイクルバンク来場者数 人 6,129 5,881 6,582 6,500

成果指標２ リサイクルバンク再利用点数 点 1,371 1,457 1,6001,353

5,077 4,997 5,058 4,845

2,408 2,405 2,344 2,347

7,485 7,402 7,402 7,192

リサイクルバンクの運営（リユース品の回収受付、引き取り、展
示、提供）
・展示施設の賃借、維持管理

・リサイクルバンク運営経費　3,912千円
・展示施設賃借料　1,113千円

25年度

user
テキストボックス
廃棄物対策課　主査（資源化）



事業を取り巻く環境変化

事業開始背景

事業を取り巻く環境変化

根拠
理由

根拠
理由

根拠
理由

根拠
理由

根拠
理由

平成25年度の実績による担当課の評価（平成26年度７月時点）

（1）税金を使って達成する目的（対象と意図）ですか？市の役割や守備範囲にあった目的ですか？

大型ごみの減量化やリユースの促進に繋がるため、市の事業として妥当である
。

妥当である

妥当性が低い

▼

（2）上位の基本事業への貢献度は大きいですか？

リユースの促進による市民の意識啓発に一定の効果は期待できる。貢献度大きい

貢献度ふつう

貢献度小さい

基礎的事務事業 ▼

（3）計画どおりに成果は上がっていますか？計画どおりに成果がでている理由、でていない理由は何ですか？

回収点数が増加傾向にあることから一定の成果は出ていると言える。上がっている

どちらかといえば上がっている

上がらない

▼

（4）成果が向上する余地（可能性）がありますか？その理由は何ですか？

隔週やスポットでの土日の開館を実施し、平日に利用することのできない市民
に働きかけることにより利用者の増加を見込める余地がある。

成果向上余地　大

成果向上余地　中

成果向上余地　小・なし

▼

（5）現状の成果を落とさずにコスト（予算＋所要時間）を削減する方法はありませんか？

回収点数及び再利用点数が増加傾向にある中、開館時間を短縮した場合に利用
点数が減少する懸念がある。また、有料化を実施しコストダウンを検討はして
いるが、無償での提供を求める声が多く、現状としてコスト削減は難しい。

ある

なし

▼




